師弟を超えた、魂の絆　「モロ－」と「ルオ－」展
パナソニック汐留ミュージアム　2013.09.07〜12.10
　「ギュスターヴ・モロ－」（1826〜1898）は、象徴主義の巨匠とされて「マティス」や「マルケ」など多くの画家を育て、後に20世紀最大の宗教画家と呼ばれる「ジュルジュ・ルオ－」（1871〜1958）とは“美しい師弟愛”の物語がある。
　二人の間には、「我が子ルオ－」「偉大なる父」と往復書簡の中で呼び合う二人の間には、師弟を超えた“特別な絆”があったとの伝えがある。
　開館10周年記念の展覧会は、フランスから出品される「56点」の半数以上が日本初公開で、「モロ－」の晩年の未公開作品や「ルオ－」の美術学校時代の油彩、素描、書簡などが、パリに先駆けて開催される世界初の「二人展」として、二人の芸術と心の交流の軌跡をたどる貴重なイベントであると評価されている。
　代表作は、モロ－：＜ユビテルとセメレ＞油彩・カンヴァス（写真左上）に、ルオ－：＜我らがジャンヌ＞油彩・紙（木版で裏打ち）(写真右下)で、ルオ－の風景画の傑作＜夜の風景または作業場での乱闘＞、＜キリスト教的夜景＞も本邦で初公開される名作品である。
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